
The Zoological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Zoologioal 　Sooiety 　of 　Japan

朝鮮 と北海道 と よ リ得 た ム カ デの 3 薪種 277

，

　 　　 　 Halichoeres　trθrnebu ，Utus　JORDAN ＆ SXYDER セ トベ ラ

　絡 りに臨み懇切なる指導 をい た L“　VSた 田中茂撼博士竝 に 標品 の 貸與を快 くせ られた水産溝

習所松原喜代松氏 に 對 し深甚の 謝意 を表す る。
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　　　　　　　　　　　　　　　高　　桑　　良　　興

　 　　 　　　 　　 　　 　　　 　　 （昭 和 11 年 2 月 ｛ N 受 領）

　　　　　1． Plθuro9602 ）hil’uag　apo ）
’
us　n ．　sp ・ コ マ ヨ コ ヂ ム カ デ （新稱）

　體長 GO　mm
， 歩肢對 79

乳
色は 褐 黄。 頭鞘 の 幅 と長 と は略相等 し く，前縁は 鈍角 を域す。癪

板 は全部…樣 に 網 口構造 をな し ， その 中ほ どを横 ぎつ て 約 20 本の 刺毛が略 左 右對稱的 に 列 ん

で ゐ る。上 唇の 中央片 に は 10 本餘 りの 頑丈な刺毛 を生 じ，側 片 は甚だ大 き く， 横 徑が 縱徑 の

2 倍，後縁の 中央 の 方 2 分の 1 に は細か い 刺毛 を列生 す。第 1 小顎 は 2 對 の 大なる，小刺毛

を蓋 へ る 觸鬚 を有す。 第 2 小顎 の 爪 は 細長 く1 端飭 に 刺毛 多 く，基節 は 全 く癒着す 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 頸板 は幅廣 く，その 後縁は左

　 　　　　 　　 右の 體側 に逹 す。顎肢は蕪だ 大

第 1 圏　 ＝ マ ヨ コ ヂ ム カ デ

　 A 額 板 ，
B 上 唇 （x30 ）

第 2圖 　 コ マ ヨ コ ヂ ム カ デ の 上 唇

　 A 側 片 ，
B 中央 片 （xl60 ）

面 は殆 ど裸で
， 只極 く短 い 毛が疎 らに 生え て ゐ る に 過 ぎぬ。

叛に は 中央 に 1 つ の 凹 み を有 し，腹面 に は 腺孔が な い 。 最絡胸板は幅廣 く

き く，頭 の 一L面か らその 大郡分

が見 られ ，基蔀の 前縁に は 齒状

突起 を有せ す ， chitin 條 は 完全 ，

端肢の 各小蔀 に は 皆 齒妖 突起

を缺 き ， 爪は干滑で あ る。 全 體

背板 に は 2 縦溝 を有 し ， 前部 胸

　　　　　　　縱が横よ b 少 し
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長 く．後方 へ 僅 に 狹 ま り、後縁 は略一直線 を減す a 基節 に は 少數の 腺孔が ，その 背面 と腹面 と

に 個 々 別 々 に開孔 し端孔はな v ・。 唯 1 個の 標本に て 最終肢を缺 き不明で あ る。

　産地 ： 朝鮮大 邱

　備考 ユ： 本動物の 特徴と して 見 るべ き事 は
， 額板上 の 刺毛の 配置 ， 上脣側片 の 形態，胸蔵に

腹面腺孔 を訣 く事 ， 最終胸板 の 形態等 に 存す る。

　備考 2： 本屬の もの に して我國 に 産す る もの は本種 を加 へ 次 の 3種 で あ る。

　　　　　　　ユ・ Pieu 〜
・
ogcophilus 　proeerv．s　L．　 KOm

　　　　　　　t’． P．　 ttコk：aic“icαi　X
’
｝］1｛H ．タ カ ヨ ゴ ヂ ム カ デ

　　　　　　　3・ P ．a・porus　n ，　 sp ．　　コ マ ヨ コ ヂ ム カ デ

　然 し 1 と 2 と は 恐 らく同一
の もの で あ らうと b ふ 事は

，
1935年動物學彙報 15 卷 1 號 及 び

本 誌 47 卷 δ59 號 に 於 て ，予 の述 ぺ た通 りで あ る，

　　　　　　
2・ 撫 吻 卿 1溜 ・’・ 面 励 ・・ n ・SP ． ス ミ ヂ ム カ デ 噺 翻

　es艮 L5　mr ココ ，體 色は黄 ， 頭 と顎肢節とは 禍色． 歩肢對 41 − 47v 頭 鞘は縱繊徑殆 ど相等 し

く，額溝線はな く諌 らに 黝 々 と刺毛 が あ る。頸 板は それ に次 ぐ背板 と殆 どその 幅 を等 し くし，

前 の 方 へ 狹 まつ て ゐ る。 觸角は可 な りの 長 さを有 し，各 小節は 長 く， 基部に 近 い 孚分 は輪生

せ る長喇 毛 を生 じ・末 端に 近肪 で は短 毛 が相當 に 密生 す る． 額概 頭 側板 とは 全 部一漾

　　　　　　　　　　　　　　　に 網 臼構造 をな し， 額板 の 中央縦線上 に 3對 の 刺毛 傑 は

　 　　數木不規 律に ｝を生 す 。 額板園域は こ れ を缺 くも，時 と し

　 　　て は小な る網日 をなせ る 1 個 の 小 圓域が あ り，燭圍の 網目

　 　　と の 境 界 が 甚だ不明に して
， 次第 に それに移行 す る。 大顎

　 　　に は櫛齒 の 單列が あ る di　第 1 小顎 に は そ の 端肢に 1 對の

　 　　短 い 鈍 い 觸 鬚 を具 へ ，而 して 夊 その 基 部 の 上 に觸鬚 の 痕跡

　 　　を具ふ 。第 2 小顎 の 兩基節 は癒合 し中央縫合線は な く，そ

　 　　の 前縁に 數本 の 刺毛 を列す。 上 脣 の 中央 片 に は 3 乃至 S

　　　　　　　　　　　　　　 個 の 齒を有 し， 時 と して は その 齒が 前方 へ 向つ て ゐ る。側

第 3 圖 　ス ミ ヂ ム カ デ A 集 2小 顎 　片 に 縁壱 を有 し、 そ の 中央丿1
‘
に 近 い 部 分 の 毛 が前方 へ 向 ふ

　 癒合 基節，B 第 1 小 顎癒合 基節，
　　　　　　　　　　　　　　　もの が あ る。或 は 極 く少數 の 毛 を只 中央片に 近 い 部 分 に 有
　 G 同 上 基節突 起 ，

1） 觸鬚

　　　　　　　　　　　　　　　す る ic過 ぎぬ もの もあ る。 顎 肢 は それ を鎖す と殆 ど額 の

前縁 に 逹 し， 頭 の 背面 か らその 大部分 を見 る こ とが 出來 る。 端肢 の 爪 に は基部 に 1個 の 小 さ

な齒 を有 し， 他の 節に は齒は な く，基鰤 の ehitin 條 を缺 き ， 前縁に は 齒釈突起が が な く， 胸

板 に は 極徴の 毛 が 少 しく生 じ，第 3− 11 の 胸板 の 前 縁 に 沿 うて 横長 の 凹み が あ り， それ に

對應 して 後縁 に 小突出物が あ る。然 し是等凹 み と突隆 と の 配置は
一

定せ す ， 只 單 に 體の 前方

の 數節に それを右す る に過 ぎぬ もの もあ る。 腹面の 腺孔は 全 く こ れ を缺 く。 背板 に は 2 縦

線溝あ り， 叉 2 横列 をなせ る約 6 本 の 刺毛 を生 じ， 前背板に も亦 2 列 の 毛が ある。 最終胸板

は議偏が甚だ廣 く，後方が狭 くな り， 後縫は 殆 ど一直線をな し ，
5 個 の 基節腺孔が その 胸 板 に

接 して 開き，そ の 内 1乃 至 2個は胸板の 下 に あ り，端肢の前蹤節 は爪形 を成 し， 爪は d で は

●
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E
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＿D

c

　　　　　　Q
　　　　　　［⊃
　　 第 4 圖 　ス ミ ヂ ム カ デ の 顎 肢 　 　 　 　 　 　第 5 圓 　ス ミ ヂ ム カ デ の 第 9 胸板

A 第一胸板 ，B 顎 肢基節，　 C 端眩 齣 腿 節　　　 A 胸 板，　 B 前 胸板，　 C 凹 み （xl20 ）

D 同上 附節（爪），
E 觸 角 （× 3の

前方 の 肢 の 爪 よ りも甚だ小さ V ・。 6の 端肢 は太 くし て ．密毛 を生 じ，9 で は粗毛 を生す。端

孔 は存在す。

　産地 ： 北海道に て は札幌 ， 長萬部 ，遠 輕等廣 く分布 すれ ど も，それ 以 外に は是を發見せ す。

　備考 ： 本屬 に して 胸板 に横 の 凹み を有す る もの は ， 他 ra　 B ．　tl．螺 働
・
儡 が あ る が ， こ の 種

は第 1 ノ」顎 に 2 個 の 觸鬚 を有 し，上唇 中央片 に 5 齒 を有 し， 最終歩肢の 基節腺孔 が 2個 に 過．

ぎ ざ る を 以 て 本種 と異な り．．

　　　　　3． −Brqchygeephil・Lts　k・rea 　｝z
・
u．s　n ．　sP ． コ マ ス ミ ヂ ム カ デ 噺 稱）

　體長 30m 皿 ，體色淡黄 ， 歩肢 69 對。 頭鞘は 縦径 の 方が 横徑 よ b少 し く大 で
， 前方は稍狹

まる。 頸板は廣 く．觸角は祁當 に 長 く， 各小節は長 く， 基部に 近 ）、小節 に は 2 列 に 輪生せ る

長 V ・刺毛 を有 し，末端 に 近 V ・節 に は相當に 密生せ る 短 毛 を有す。額板は 一樣 に網 目妝を成 し，

8 本の 刺毛 よ りなる少 し彎曲せ る 1 横歹1亅が あ り．叉 中央縦線に 沿 うて 3 對の 刺毛 が あ る。 上

脣 の 中央片 に は 8個 の 齒 を有 し ， 側片 に は 刺毛列を有す。 第 1小顎 に は良 く發達せ る 2 對の

■一 B

c
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第 6 圖 　 コ マ ス ミ ヂ ム カ デ

A 額 板， B 上 脣 （xHO ）

第 7 圖 コ マ ス ミ ヂ ム カ デ の 顎脹 （腹 面 ＞

A 基節 cbitin 條，　B 前腿節，
　 G 腿衝i，

D 脛 節、 E 附節 （爪）（x7D ＞
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觸鬚 を具 へ ，端肢は 短 く，5− 6 本 の 短 毛 を有 しt 基節突起 も亦 同 じg 第 2 小 顎の 基節は癒合

し，中央縫合線 を缺色 前縁 に刺毛 を列 し，端肢の 爪 は大 き くて細 い 。 顎肢 は それ を閉つ る

と 額板の 前縁 に 達 せ す，基 節 の 前艨は 中央が淺 く凹み ，瘤駄突起は な く， chitin 條は明瞭，各

飾皆無齒。背板 に 竝行 2 縦線が あ り，極微毛が 少 し く散 生す。胸板 は殆 ど雫滑 ， 腹面 に 腺孔全

くな く總 て の 胸板 に は 前縁 の 凹 みを有 す る こ とな く， 第 2乃至第 13胸板 の 後縁に は 1 つ の 小

突起が あ る。最絡歩肢節 胸板は甚だ廣 く，梯形 で ，後方 が

狹 ま り，後縁は直線 に 近 く，微毛を生すe 基節腹面 に 7 個

の 腺孔 を有 し ， その 内の幾 っ か は胸板 に 近 く或は その 下 に

あ D，後 の 方 の 1 つ は 少 し く他 よ り大 きい
， 而 して 基節背

面 1’c は腺孔 が ない 。最終 歩肢 の 附節は 2 小節に分れ，端爪

は 他 の 歩肢 の 爪 よ り小 さ く約
1
ん に す ぎす ， 雄は雌 よ b少

し太 く腹面は 多毛。端孔は存在す。

　産地 ：　朝鮮安 州。 同地 の 元洪九氏 の 始め て採集寄鱠 に

bi　S る もの で
， 同氏 に 對 し茲 に 謝意を表 す。

　備考 1 ， 本種 に酷似せ る種 は B．strict・us な る が ， その 種

は上脣 の 中央 片に は 非常に 小 さな齒が 非常 に澤山あ り〕購

歩肢icue だ 多數 の 基節腺孔 の あ る こ とが ， 本種と區別せ ら

れ る主要 點で あ る。

　備考 2 ： 本屬は 歐洲各地 ， ア フ リカ 北部，北米 に 産 す る

も，本邦 に 産 す る こ と は未だ知 られ て ゐなか つ た もの で あ

るが ， 今上 記の 如 く北海道と朝鮮 と に 發見 した こ と は聊か

會 心 で あ る。

　 　 　 　 　 　 c

第 8 圖 　コマ ス ミ ヂ ム カ デ の 體 後端

　腹 面 　　 A 最絡 胸叡 ，　 B 基節 ，

　C 韓節，　 D 前腿節，　 E 腿節，

F 脛 節，　 GG 第 1，第 2 附 節 ，

H 前 蹤節（爪 ），
1 端孔　（xgU ，

　　　　　　　　　　　　　　　　抄　　　　録
GUTrMANN ・R ・・ Diffe・enti ・1 … ygen 　uptak ・ 。f ・egi 。・ ・ 。f 」・i7nzeltss。pt｛・ ne ・ve ・a・・，e ｝at，d

to　diBtance　from 　the　sense 　organ ．　Biol．　Bu ］1．69 （3），1935 ．

　Nerve　irnpu］sL
’

の 問題 に關聯 して ，1 本 の 紳經 に 沿つ て の 呼 吸 の 割合を研究す るこ とは 非常に 興畉 の

あ る こ とで あ る 。 何と なれぽ ，
11erve 　imPu 】se の 本性が物理的なもの で な く，化學的な波動で あ る な ら

ば ， 呼吸活動 は impulse が 1本の 紳經繊維を疾過す るpmffに 影響 を及 ぼ すで あ ら 5 こ とが 想際せ ら れ る

か らで ある 。 こ れ よ 銑 田・・  ・ ＆ dn ・M ・　（
’14）は CO ・ の 動 を灘 鄭 リ ウ ム の 洗灘 で 測定 し，

瀞

mzalus
　polyphemus の 靦紳經 に は 呼 吸的 な gradient の 存在する こ とを主 張 し ，

　OHILD （
尸21）は そ の 著

tt
　Tbe °「iginand

　d… 互・Pme ・ t ・i　th … w ・u … ：
T
・t・ m

’
｝・引用 し重要視 して ゐ る。 然 し， こ の 酉人の 實

驗で は 1本 の 轣 を單に 2 部分 に して vaveせ る に 對 して ， こ の 論文 の 著者 は 5 分 して 研究 した の で あ る 。

而 も呼吸量の 測定 に は ，組織 の 1mg の量 で 1分問毎に 測定出來 る とい ふ micro ・respir 。 meter ［GERARD −
HA 珊 LI醐 ・黝 蝴 ひ た

・ 澱 も・6°− 31 °C ま で 種 々 の 場合 を試 み ， 又 1 勤 左右徽 に 於け蹉 異な

きやを實驗せ る 結果，左右 に よ る差異は 認め られず，5 つ の 部分 に就 て も判然 た る gradietitを 示 さず， 省

」
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